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クーリ (C. Cooleめのものと，ヨーロッパの社会学におけるテ yニ一月 (F.
T加 nies)のもの〈ゲ7 インシャフト対ゲゼノレシャフト〕が代表的である。わ
れわれの文脈では前者が重要である。そのクーリーの類型論はプライマ日ー・


























は，かかる「とり込みJ (to internalize pri皿a:rygroups into the organiza 












2) A. Etzioni，“New Directions in the Study of Organizations and Society." Social Research， 
Vol. 27， No. 2， 1960 

























r Formal Organization 
Social Organization ~ 
L Informal Organization 
36 (180) 第132巻第3・4号
すなわち，古典経営学においては無視されていたインフォーマル・オーガナイ
ゼイ γ ヨ:/ (10 と略称することがある〉が新らたに発見されたわけである。





















図表3 ? ? ? ? ? ?
?? ? ? ?
??
3) A. Etzioni. Modern Org即日at{ons，1964， pp. 46~47，渡瀬浩訳「現代組織満』 昭和42年，
70-71ベー ジ。
















われわれは図表4のように考える。I'G ... personal = informa 1 
まず personalは全人的 (inclusive， SG ・lmpersoηal=formal








4) 渡瀬浩「権力統制と合意形成 組織の一揖理論 」昭柚6年。渡瀬浩「組織と人間」昭和
58年。







いわれる。この官僚制的組織の特徴を一言でいえば，パーソ Yズ (T.Parsons) 
もいうよ号に impersonalということである。そのデメ Fッ干の人間疎外とい
うことも，この impersonalという点からくる。メりットもそうである。 I近











の受容 (acceptanr.e) とし、うことと， {椅足 (satisfaction)とは同じではない。
不満ないし悲哀があz。主舎に述べた組織人の緊張は増幅するのすべては「働
< Jというより I働かされる」こと タテ関係ーーにもとっく目。
ここで術語の問題になる。現代を I~組織』の時代」というのは SG が代表的
集団になったということである。その iformalであることJによる生産性(一
般的にいえば目的達成の有効性〕の向上というメリットが魅力である。また
5) 渡瀬浩「権力統制と合意形成←一組織の 般理論 」第6，7章ゐ
経営と家主突く2) く183) 39 





























J Technical Organi，.tion 


















ーガー=ディグソン (Roethlisberger& Dickson)の「社会システムと Lての
経蛍J(b.dustrial Plant as a Social System)の詳細は図表5のま日くであるべ
6) F. Roethlisberger and W. Dickson， M.即 agementand the Worker， 1939， chap. xxiv 
(pa即日目心 D




Logic of Efficiency 
(「Phatut f口!nt，
































組織の 場営 団 団 参↑ 1賃




織 連帯の ろぎ集 集 社会化団熊



































からいえば，家族集団がもっぱら「辻会統制という責務J (burden of social 












社会から自由になる一一一Primarygroup is freest from any connection with 




















































いう客観的条件を前提にした PR(primary relationの略称〉である。 r愛は

























的要閃J (anarchic force) をみ土めるという。これは，家族という PGは.
かかる純粋関係に尽きない制度的なものであることをいおうと Lているのであ






は，バージェニス=ロック (W.Burgess and H. Locke)の有名な「制度から友




自らの仕事としている。ロ Y ト(A.Com回〉をはじめテY ニ-7.やデュノレケム
(E. Durkheim)がそうであり，またメイヨー(E.Mayo)をはじめパーナード
(C. Barnard)やドラッカー (P.Drucker)は. !と〈に現代経営の「組織の問
題」や対象とする，同様の立場のものとみられる。組織の構成，その精級化に







































































における，っかれやすい (stimulative，exacting， competitive) 業績原理の組
織集団，つまり「緊張」の世界には基本的には耐えられない。属性原理の世界
は，かかる世界にはない「くつろぎJ (feeling of security) の世界である。
要するに，デーピスは戦後の(わが国では高度成長以後の， というべきであろ














































「神聖な共同理念J (sared common values)である。ただし，この属性原理は
「大企業の，大企業による，大企業のためり」規範であると思われる。
